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主審 副審

清武 筑紫野
No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As

4 ＊ (C) 9 1 3 0 4 0 0 4 ＊ (C) 16 2 5 0 0 0 0

5 ＊ 7 1 2 0 3 0 0 5 ＊ 18 2 6 0 0 0 0

6 ＊ 8 0 4 0 2 0 0 6 ＊ 10 0 5 0 1 0 0

7 - - - - - - - 7 16 2 4 2 0 0 0

8 - - - - - - - 8 ＊ 3 1 0 0 0 0 0

9 ＊ 6 0 3 0 0 0 0 9 - - - - - - -

10 ＊ 12 0 6 0 2 0 0 10 ＊ 4 0 2 0 0 0 0

11 2 0 1 0 0 0 0 11 0 0 0 0 0 0 0

12 3 1 0 0 0 0 0 12 4 0 2 0 1 0 0

13 0 0 0 0 0 0 0 13 13 0 6 1 0 0 0

14 - - - - - - - 14 2 0 1 0 0 0 0

15 - - - - - - - 15 0 0 0 0 0 0 0

16 - - - - - - - 16 2 0 1 0 0 0 0

17 17 0 0 0 0 0 0 0

18 18

47 3 19 0 11 0 0 88 7 32 3 2 0 0

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　Ｆ…ファウル　Ｒ…リバウンド　As…アシスト
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大
会
名

平成21年度　第30回全九州中学生
バスケットボール春季選手権大会

B2

期
日

2010年（平成22年) 3月13日(土)

警告：合計が違います

●(宮崎2位)

男子1回戦

清武 47 88 筑紫野

10:50

警告：合計が違います

１Ｑ・２Ｑ ３Ｑ・４Ｑ

05:26 － 18:23 28:21 － － －
OT1 OT2

－13:24 15:58 － －

　1Q清武#10畝原、筑紫野#12濱田のティップオフで試合が始まる。ディフェンスは清武、ハーフコートマンツーマン。筑紫野、オールコートマンツーマンでスタートし、開始早々、筑紫野の#7中村

のドライブで先制。しかし、両チームとも初戦で緊張のせいかシュートが決まらない。清武は#6黒岩、#9長友の速攻で点を返すが、筑紫野は#7中村の連続3P、#4帯刀のミドルシュートにより12-4
になる。たまらず清武がタイムアウト。その後も筑紫野#12濱田#5砥綿のミドルシュートにより加点し16-6の筑紫野リードで終わる。

2Q 筑紫野は2-1-2のゾーンディフェンス、清武はハーフコートマンツーマンで始まる。清武はセンター#10畝原にボールを集め、反撃を開始。一方、筑紫野は#7中村のぺネトレートからリング下の

#12濱田へのパス、#4帯刀の3Pと加点をしていく。残り2分30秒、清武がタイムアウト。タイムアウト後、清武#6黒岩の速攻が決まるが、筑紫野の厳しいディフェンスにより得点できず。その後も、

筑紫野#5砥綿、#12濱田の速攻により38-16で終わる。

3Q 筑紫野#5砥綿の3Pで始まる。すぐさま清武#10のセンタープレーにより点を取り返す。筑紫野は2-2-1のプレスから#6野中の連続ミドルシュート、#5砥綿、#7中村のぺネトレートにより加点。残

り5分30秒、53‐18になったところで清武がタイムアウトを取る。清武#10畝原、#6黒岩の高さで勝る二人で点を取るが、筑紫野のディフェンスを崩せず、#4帯刀#6野中#5砥綿の連続ゴールにより

68-26で終わる。

4Q 筑紫野2-3のゾーン、清武2-1-2ゾーンで始まる。清武は#4黒木、#5黒木の3P、#10畝原の連続ゴール下で反撃。しかし、筑紫野は厳しいディフェンスにより反撃を許さない。清武は残り3分39
秒でタイムアウト。筑紫野はスタートメンバー全員がベンチに下がり、ゲームコントロールを始める。清武#9長友、ミドルシュート、#12新原の3Pと連続得点で追いすがる。その後、一進一退の攻防

を繰り広げ、88-46で筑紫野が勝利を収める。
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